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初完財のケ ス bくoA=a2-b2 
X， 

















x， = -O.5p， -O.25p， + 1日D




91から71へと低下する c さらに結合利潤は 5，576から 6，200へと増大することが
確認 Eきる。
1II一般的なモデル




40 (326) 第 132巻第5・6号
(i=I，2)の範囲で定義された2階連続徴分可能な関数であるものとしておく。
2財の需要関数は次長で表示する。
x，=x，(P" p，) 1 
f Cl) 
XZ=X2(P" P2) J 
この需要関数は次の性質を持つものとする。
仮定 (a) (1)は p，>uの範囲において次の性質を持つ。
axム/0 1主L ax，1 ¥ の
aPi¥v， 1 ap，' ap， 1 ~ v 









E主"->0かっ旦主>0: i 財と J財とは互いに代替財01う /V U- --" apJ 













p， =p， (X" X2) 1 
r (2) 











































。 x， X， 

























仮定 (b) 費用は 1つの財の生産量に依存し，他方の財の生産量には依
存しなし、。
c，=c，(x，) ;=1， 2 


















3?Z十あー肱(x，lニo i=l. 2 ( 3) 
仮定 (d) (3)の左辺を限界利潤と呼び，9，(x" x，)で表わすことにす
る。すると，すべての丸>0に対して
主Lく0，ぽ-，祭'-1>0 
も .1.，' I Vιr ゐJ
;f，37| 的







hXl+PZXZ-Cl(Xl) -C~CZ~) (4) 
となる。利潤最大化の1階甘よぴ2階の条件は次の(5)式と仮定(e)に上って
与えられる。
at; _ 7¥，1"_ /__'-_ aゐ百正!-Xi十p，-Mc;(x，)=一万デ
仮定 (e) x，>Oの範囲において























f(x) ~ (一世，(x)，一世，(x)) x~(x" x，) 












3句，) D. Gale and H. Ni比ka創idδ久，“TheJa出cob凶""恥Ma瓜trD草xand Global Un凹1羽ivale田nceof恥Mappi同ngs"刊，
Ma叫the帥ηm川at，口sheAn削叩"悶nale句加tnπ九l.15回9，1目96田5，81-田の Theorem3 を参照。

















































4) D. Gale and H. Nikaidδ• ibid.， Theorem 4 













































































に拡張できるからである。本節では， ζの拡張を行なう ζ とにする。
両対の市場にそれぞれ聞社.n-m社が初期に存在するものとしよう。佃々
の企業と市場の供給量との関係は
Xl=I:;X{ X2= L.:X2' 
であり，需要関数はこれらを用いて p;(x"X，) と表わされる。さらに h番目
の企業の限界費用関数を Mc，'Cx/lで表わそう o すると初期の均衡は
op 百言x!+p;-Mc!C♂ι')=0 (3) 












































































と石炭，フトイノレー ノェー ノレ， ウラニウムの探察および採掘技術， きらには地熱エ
ネノレギー開発との聞にはノウハウの共通性がきわめて強い。多品種の生産を同
時に行なうような生産主体の費用関数の特質と市場行動に関しては，最近J.c. 
Panzar， R. D. Willig， D. J. Teece， W. J Baumol， E. E. BaileyとL、った人







5) 例えば， w. J. Baumol， 1-C. Panzar and R. D. Willig，口'mte.(tableMarkets and The 
Theory 0/ Industry Structure， San Diego， Harcourt Brace Jovanovich， 1982. E. E. Bailey 
and A. F. Friedlaender，“ Market Structllre and Multiproduct lndustrics "， J，四円taZoJ 
Economic Literature， Vol. XX， Sept. 1982 などを参'"沿
